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5研究僉合岡シン躍ジウム 色奄考える

カラー デザイ ンの拠 りどこ ろと本質
一
科学と感性の交流が色の必然性を生む 一

力ラ
ー デザイン 研究会　主査　 松田　豐

1．感性に科学の裏付けを

◆色彩は誰 にで も扱え、良 し悪 しの評価も 自1 で あ る。

それはあ る モ ノ の 表 層 の 色 の 評価が多分 に 主 観 的 で 、

感性に従 っ た行為で あ ることを意味 している．

　だが感性 による こ れ らの評価の奥に、客観的な裏付

けとなる科学的根拠が存在 して い る。

◆色彩と人間 と の あ い だに介在する ア ピアラ ン スは、

光 り に よ る 物理的刺激 が、生理的反応 （知覚）を起 こ

し、記憶 と結び付いて心理を形成する 、三 つ の 段階に

大別で きる．何れ の段階を車視するか は色彩に取 り組

む入の 、立場と関心 ・
興 味に よ っ て重心 が移動す る。

色の物理的領域は科学的究明がかな りなされた領域で

ある。現在は色知覚の生理的研究に関心が高い 。 カラ

ー
デザイ ン は こ れ らを基盤に して成立さぜたい 、

◆カラ
ーデザインは、説得のパワ

ー
と同意を得るため

の エ ネルギー
が必要な領域 で あろう，，こ の 心理的影響

の先にデザイ ン に不可欠の感性が存在するはすだか ら、

最も科学の 及び に くい 領域と い える 。 だが光の物理的

朿1」激で起こ る生理 的反応を、どれだけ敏感に受容 で き

るか、微妙な刺激の差異を確実 に感 じ分け得るか の 能

力 の 差が、感性 の 鋭敏 ・鈍 感 に 通 じ る と 考 え て い る 。

◆感性の 鋭 ・鈍、良 ・
否 は 受容器官の反応の差異に起

因するが、恵 まれた資質に加えて 資質を磨 く訓練が必

要 だろう。ある事 に 熟練熟 知す る 訓練を積 ん で 感 じ分

ける能力 （； 感性）が鋭くなるか ら熟練の 彼方に優れ

た 感性が 育 つ と い え る ，

”
優 れ た感性

tt
は い い換え れ

ば
”
鋭い 感覚

ト
であ り、差 異の識別能力 が高 く、微 妙

な違いを明確 に感 じ取れる こ とで ある。識別閾値が低

くか つ 変動が少 な い 感 寛的熟練に 通 じ る 。（佐藤愛子

著、日本人の 感覚と生活 ・
ナ力 ニ シヤ出版）

◆色彩学の研究が進み学績 が蓄わえられた現在、作 り

手 と使い手 、生産 と生活の イ ン タ
ー

フ ェ
ー

ス と して 色

が機能するため には、カラ
ー

デザイ ン は、裏側に色彩

学 の 確かな理論的背景 を 内包さ せ た い 。色彩 の 使用 に

は確たる学の 裏付けが可能で ある 。 それがカラ
ー

デザ

イ ン の一
面 で あ り、創造性 と共に本質だと考える。

2 ．カ ラ ーデザイ ン とは

◆デザイ ン はア クシテ ン トの対語 （by　design　and

not 　by　aOGIdent ） で あ り、美術 と 技術 の 境 界領域 に 立

地 する知的生産 の 行為で あ る 。そ の行為に は色彩の 原

理原則に加えて人文的な創造性
・
論理 1生 ・

洞察力
・
吟

味検討
・
愛

・
の 5つ の精神 の裏づ けが不可欠で あ る。そ

の反面、絶対 を求める の で はな く、よ り良い 妥協点を

定める技と術の 世界である 。 カラ
ー

デザ イ ン の課題 は

　 1「モ ノ 』 の実在と意味 ・目的を色彩 効 果 で 表 現 し 、

表層効果を決定する こ と。

　 亅モ ノ 1の 美的効果を構築 し、環境 （使用の場） と

の 調和を成立 さ せ ること，，

　 1モ ノ』 へ の収斂 と環 境へ の発育の 2方向性を配慮

し、形態 ・材質感と色彩 の 一致を図 り 、環境へ の 調和

を考える こ とにある 。 色彩理論上の間違いがなく感覚

的に優れている ことが大切だ e そ して 色 と彩を発想 の

原点にすえて 、機 能と美を構成する こ と に あ る 。

◆色彩の情報力を考えると、抽象的に構築した色彩効

果を 「モ ノ i に 適 用する逆の発想が成立する筈 で 、そ

れ が今後の行き方 になるであろう こ とを指摘して おき

たい。また色彩の 力により、楽し さ、美しさ、快適性

を構 築する に は 、よ り 自由 に 、よ り 豊か に 、あらゆる

色彩現象を感覚的 に体験 しな くてはな らない。

3．カラ
ー

デザイ ン の拠 りど こ ろ は ？

◆視 覚のメ力 ニ ズムと眼 の はたらき （眼球の構造と機

能 ・残像 ・対比 ・視認性 ・
明暗順応 etc 、な どの諸効

果）を 車 視する 。 その上に視 ・触の感覚
一

致 （共感覚）

が原則である。色彩は他の感官と運携することで説得

力と普遍性が高くなる 。 通 常色彩効果によ っ て起 こ る

様々 な情緒反応 ・
印象が、無意識下 の 隠 し味とな っ て

色彩の楽しさと魅力を生む。組み合わせ を前提と し て 、

単色 が備え て い る効果に強い 関心をも っ て い る 。 また

モ ノに適用 した色 がどれだ け必然性を備え て い るか 、

そ の 訴求がカラ
ー

デザイ ン の 目標の
一

つ で あると思う。

4 ，色彩の必然性には時が絡む

◆色彩は時の 経過 ととも に美 感が変化消長す る の で 、

流行色 へ の対応を重視す る。色の ベ ース の モ ノの性質

によ っ て 、消長 ・推移の時間に、長短と振幅の差があ

る も の の 、い わ ゆる 流行変化 の宿命 が強 く働 くか ら、

色彩嗜好の変化に 同調 する こ とも大切だ u

［：L
’

一 ］ 205 ［＝
』 ．

一＿ 二二二二：ニコ
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　


